＜幕府の作り方教えます＞  資料② 東国反乱す－平将門の乱－

 ９３９年（天慶２）11月、都でわがもの顔に振舞っていた貴族たちの間に衝撃が走った。

  それは東国の下総国（茨城県）の平将門が常陸の国府を襲ったという知らせが届いたからである。さらに、将門は次々と関東一円の国府を襲い、倉を開き人々に米や財物を分け与え、ついには国司を追放し、新しい国司を任命し、自ら新皇を名のったのである。

  朝廷は直ちに、藤原忠文を征東大将軍に任命し、同時に諸国のつわもの（武士）に将門を討つことを命じ、討ったものには貴族の位と褒美を与えることを約束した。

  平将門は、桓武天皇の５代の子孫で高望王の孫という家系である。父の死後、多くの土地をおじたちに奪われたが、戦いにより土地を取り戻し、その武名は関東一円に鳴り響いた。さらに将門の名があがったのは、武蔵国の足立郡司の武芝が助けを求めてきた時のことだった。武芝は新任の国司、興世王と源経基が兵を出し民家から「税」と称して財物を奪っていくことに対し、民（伴類）を守るため抗議したが、聞き入れられず将門に助けを求めたのであった。調停は成功し国司興世王と郡司武芝は仲直りをした。しかしこの調停に不満な源経基は、都にのぼり９３９年3月朝廷に対して「将門が国司を追い出し、朝廷に謀反を起こそうとしている」と訴えた。

  またこのころ将門の人柄を聞き、常陸国司と対立した古くからの土豪で郡司の藤原玄明が将門のもとに逃げ込んできた。玄明は国司によって税をねこばばしたという無実の罪に落とされ、妻子をつれて逃げてきたのである。国司藤原維幾は玄明の引渡しを要求したが将門はこれを拒否し、９３９年11月21日、1000人あまりの軍を率いて常陸国府へ出向いた。将門は玄明の無実を訴えたが、国司は聞き入れず、兵3000を向けてきたのである。ここで将門は国府の軍を破り、国司を追放し、府の倉を開き、米や財物を人々に分け与えた。

  ９３９年12月11日、将門は下野国（栃木県）の国府を襲い、さらに15日に上野国（群馬県）の国府を襲い、両国の国司を都に追い返したのである。この時には将門軍は5000にふくれあがり、従類とよばれる騎馬武者の精鋭部隊と、伴類とよばれる農耕民の歩兵部隊からなり、地域の土豪たちが彼らを指揮して戦った。将門は多くの土豪や伴類の信頼を集めることができたため、これらの国府の軍との戦いに勝つことができたのである。９３９年12月。上野国の国府において、将門は「新皇」（新しい天皇）を名乗り、将門に従ったの土豪たちや弟たちを関東８か国の国司に任命した。

　９４０年２月１日。将門が春の農作業を始めるため、従類や伴類を帰国させたとき、朝廷の命を受けた下野の武士藤原秀郷と将門のいとこの平貞盛は300の精鋭の騎馬武者と伴類3000をひきいて将門を襲った。将門は急ぎ仲間に指令を送ったが、集まったのは従類80人と伴類数百のあわせて300ばかりであった。２月14日。両者は激突し、貞盛・秀郷方の伴類は恐れをなして全員逃げ去り、残ったのは騎馬武者300ばかり。将門は騎馬武者80を率いて300の軍に切り込んだが、眉間に矢を浴びた将門は討ち取られ、ここに乱は終わった。

　　＜幕府のつくりかた教えます＞
　　　　資料③　家柄で決まる貴族の出世
藤原基経生まれる
基経従５位下になる（１９才）
基経従４位下になる（２６才）
基経参議（太政官の一員）になる（２９才）
基経従３位中納言となる（３０才）
基経従３位大納言となる（３４才）
基経正３位右大臣となる（３６才）
基経正２位太政大臣となる（４５才）
基経，関白になる（４９才）
基経死す（５６才）
８３５
８３６
８５４
８６１
８６４
８６６
８７０
８７２
８７８
８７９
８８０
８８３
８８４
８８６
８８８
８９１
藤原遠経生まれる
遠経従５位下となる（３１才）
遠経従５位下美濃の国司となる（３５才
遠経正５位下となる（４３才）
遠経近江の国司となる（４４才）
遠経従４位下となる（４８才）
遠経従４位下右大弁（太政官書記長）となる（５１才）
遠経死す（５３才）

　　　○関係系図　　　　　　　　　　　　冬継
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　良房（関白）　　　　　　　　藤原乙春　＝　長良　＝　難波淵子　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　基経　　　　　　　　　　　　　　　　　基経　　　遠経　　　　
　　　　　　　　（　養子　）
　＜幕府のつくりかた教えます＞
　　資料④　　夜道のおとも　（今昔物語より）
　　
　今はむかし、関白藤原頼通（よりみち）どのが朝廷を自由にあやつっておられたころ、三井
寺の明尊僧正（みょうそんそうじょう）は宮廷にめされて、天皇の寝室の横で明りもともさず
夜のご祈祷（きとう）を続けていた。
　しばらくすると関白殿はこの僧正に用を言いつけ、三井寺に今晩のうちに帰ってあらためて
宮廷にうかがえという命令をおだしになった。厩（うまや）のものたちも驚いて急いで馬を用
意し、すぐ乗れるように準備したところ、関白殿は、
　「僧正殿をお送りする。だれかいるか？」とお呼びになった。と、
　「致経（むねつね）がおります」と左衛門尉（さえもんのじょう）平致経が答えた。
　関白殿は「ちょうどよい男がいたわ」と思われ
　「僧正殿が、今夜三井寺に行ってすぐひきかえし、夜のうちにここに戻ってこれるよう、ま
　　ちがいなくお供いたせ」と命じられた。
　致経（むねつね）はすぐに武器を取り、僧正殿の馬がひきだされる場所に出かけた。僧正ど
のが遅れてやってきて
　「おまえひとりだけか。それに三井寺までゆこうというのに、どうして歩いていくみたいに
　　立っているのか。馬はないのか」と尋ねられた。致経（むねつね）は、
　「歩いていってもおくれるようなことはございません。」と答えた。
　　　
　僧正がたいまつの火を先頭に馬にまたがって２・３町（２００～３００m）ほど行くと、突
然夜の闇の中から黒っぽい影が二人、弓矢を持ってこちらに向かって歩いてきた。僧正はおそ
ろしくなって体じゅうが凍りそうになったが、ふたりは致経（むねつね）をみるとみちばたに
手をつき
　「お馬をどうぞ」といい、致経（むねつね）に馬をすすめた。
　弓矢を持って馬に乗った武士がお供についたのだから、僧正も心強くなり、また２町ばかり
ゆくと、道端からさっきと同じように弓矢をおびた黒い影が二人出てきて、また道端に手をつ
く。今度は致経（むねつね）がなにもいわぬのに、ふたりとも馬にのってお供をした。
　僧正は「これも致経（むねつね）の郎等（ろうどう）だったのか」と思いながらまた２町ば
かりいくと、同じような人影が現れてお供につく。こうして賀茂川の河原を離れるころには３
０人ほどの大人数になっていた。
　「おかしなことをするやつだ」と思っているうちに三井寺に到着。関白殿から命じられた仕
事をすべて処理して、まだ夜中にならぬうちに引き返すことができた。
　今度は前後を致経（むねつね）の郎等（ろうどう）に囲まれたようにして進んだから、僧正
殿も安心して賀茂川の河原まで引き返すことができた。
　京にはいると、致経（むねつね）は何もいわなかったけれど、その郎等どもはさっき出てき
たところに二人ずつ立ち止まったから、御所（天皇の宮殿）の２町ばかり近くになったときは、
はじめ出てきた郎等二人だけになってしまった。致経（むねつね）は馬を下り、はいていた木
靴をぬぎすてると、さっさと徒歩で歩き出す。二人の郎等は主人の脱ぎ捨てた木靴をひろいあ
げ、馬を引いて闇の中へ消え去った。
　僧正殿は関白殿のところに参上すると、関白殿は寝ずにまっておられた。僧正殿は用事の件
を報告したあと、
　「致経（むねつね）はふしぎな男ですな」
と、今夜の体験を一部始終もうしあげて、
　「家来たちもじつにりっぱなものです」
と感嘆した。
　関白殿も
　「そうか、そうか」
と感心したようにうなずいておられたそうだ。
　この致経（むねつね）は、平致頼（たいらのむねより）という武士の子だった。父に劣らぬ
勇猛な武士で、ふつうの人のおよばぬ特大の矢を射たので、世間では大矢の左衛門尉（さえも
んのじょう）と呼んだと語り伝えられている。
　　＜幕府のつくりかた教えます＞
　　　　　　資料⑤：土地を上級貴族に「寄進」する武士・農民

　　＜幕府のつくりかた教えます＞
　　　資料⑥　　悪人往生　（今昔物語より）
　　今はむかし、讃岐の国（香川県）の多度郡のある村に、源大夫（げんだゆう）とよばれる武
　士がいた。この男は乱暴で腕力は超人的、弓を射ても刀を振るってもかなうものがなかった。
　自分の村だけではなく隣の村の百姓からも、米や布や干しあわびなどをむりやりとりあげて都
　の宮廷や大臣たちのところへせっせと贈り物をした手がらをほめられ、五位の位（貴族の位）
　を授かり、大夫（たゆう―五位の貴族をこうよぶ）とよばれるようになった。国府の役人より
　もえらくなったわけで、国中に源大夫（げんだゆう）に逆らうものは一人もいなかった。
　　この男は生まれつき荒っぽくて、生き物を殺すことをこのうえなく好んだ。村のならずもの
　を手下にして、毎日、朝から晩まで山野・河川をかけまわり、鳥や獣や魚をとってはその体を
　引き裂き、血のしたたる肉をさかなに酒をのみ、あげくに
　　「だれか歌え。女をつれてきて踊らせろ。」と手下に命じた。
　手下は村をまわって若い女を無理やり引っ張ってくるのだが、親兄弟や夫がさからえば、鹿や
　イノシシと同様に、矢で射殺したり、首を切って平気だった。すこしきげんの良いときは、手
　をへし折るか、片耳をそぎおとすだけで勘弁してやった。
　　　「おれは生まれつき情け深いからのう。」と。
　近くの村の百姓たちは、源大夫（げんだゆう）の一行が山や海から引き上げてくるのを見るや、
　あわてて妻や娘を裏のやぶや田の中に隠すしまつ。まわりから狼や毒マムシのようにきらわれ、
　おそれられていた。
　　ある日、源大夫（げんだゆう）の一行が山から帰ってくる道端のお堂で、たくさんの人が集
　まっていた。
　　「なんだ、あれは」と源大夫（げんだゆう）がたずねると、
　　「これはお堂で、お講がおこなわれているところでございます」とけらいが答える。
　　「お講とはなんだ」
　　源大夫（げんだゆう）は何も知らなかったのである。
　　「坊様がみ仏の前でお経を読み、み仏の教えを説いてくださる、ありがたいことでございま
　　　す。」
　　「そうか。坊主がどんなことをぬかしよるか、ちょっと行って聞いてみよう。」
　源大夫（げんだゆう）は馬から飛び降りるとずかずかお堂に入っていき、講師の坊さまの前に
　どっかと座り、坊さまをにらみつけた。
　　「おまえはなにをしゃべっていたんじゃ。おれの心にもっともっと納得のゆくことを聞かし
　　　てくれ。さもなければかわいそうだが…・」
　といいながら、腰にさした刀のつばをたたいてみせた。
　　坊さまは震えながらこう答えた。
　　「ここからはるか西の世界に、阿弥陀仏（あみだぶつ）というみ仏がいます。このみ仏は御
　　　心がひろく、長年罪悪を重ねた人でも、反省して『南無阿弥陀仏』（なむあみだぶつ）と
　　　いっぺん唱えれば、必ずその人を許して、極楽に生まれ変わらせて、最後にはみ仏のひと
　　　りに加えてくださります。」と。
　　「み仏は、そんな情け深い方だったら、おれをもお憎みなさらぬだろうか」
　　「もちろんです」
　　「それならおれが、そのみ仏の名をお呼びしたら、お答えになるだろうか」
　　「誠心誠意を持ってお呼びしたら、どうして答えてくださらぬことがありましょう」
　　この話を聞いた源大夫（げんだゆう）は、いきなり刀をぬいて髻（もとどりー髪を結った所）
　を根元からばっさり切り落としてしまった。そして突然のことにうろたえる家来たちに「もう
　家来はいらん。どこへでも行け！」というと、自分で湯をわかして頭を洗い、坊さまに命じて
　頭をそりあげてもらい、坊主にしてもらった。
　　そして白い布衣（ほい）と袈裟（けさ）に着替え、もっていた太刀と矢もすて、金鼓（こん
　ぐー金属でできた太鼓）を首にかけるや、あきれている人々にいった。
　　「おれはこれから西にむかって阿弥陀仏（あみだぶつ）をお呼びし、金鼓（こんぐ）をたた
　　　いて、み仏のお答えが聞こえるところまで行こうと思う。お答えがないかぎり、野山だろ
　　　うが海川だろうがぜったいに引き返すまい。ひたすら向かった方向へ進んでいくぞ」
　といいおわると、声を高く上げて
　　　阿弥陀仏（あみだぶつ）よ、おーい、おーい」
　と金鼓（こんぐ）をたたいて歩き出し、そのまま西へ向かって行ってしまった。
　　何日かのちの日の暮れるころ、あるお寺にからだじゅう傷だらけの坊さんが、立ち寄った。
　坊さんは寺の住職にこう言った。
　　「おれはみ仏のお弟子になって、阿弥陀仏（あみだぶつ）のお声を聞こうと、ここまできた。
　　　この西のほうに高い山が見えるが、今からこの山の峰を越えていこうと思う。７日たった
　　　らおれのいるところを尋ねてくれ。道々に草を結びつけて目印をつけていくから。ぜひ見
　　　にきてくれ」と。
　住職が「承知しました」と答え、「もう夜になりましたから、今夜一晩でもお泊りになっては」
　というと
　　「せっかくだが…、なにか食べ物はござらんか。ほんのちょっぴりいただけないか」という
　ので、住職が干し飯（ほしいい）をひとつかみ与えると
　　「多すぎるわ」
　といってごくわずかばかりを紙に包み腰に挟んで、夜の闇の中に姿を消した。
　　この坊さんは源大夫（げんだゆう）だったという。
　　＜幕府の作り方教えます＞
　　　資料⑦：殿下の乗合（平家物語より）
　　　１１６９年１０月１６日。平重盛（たいらのしげもり）の三男・資盛（すけもり）当時
　　１３才が、若侍（わかざむらい）３０騎ばかりをつれて鷹狩（たかがり）に行った帰りのこ
　　とでした。夕暮れの薄やみの中を引き上げてくる途中で、摂政殿下（せっしょうでんか）
　　藤原基房（ふじわらもとふさ）公の行列に出会いました。
　　　「何者か。無礼（ぶれい）であろう。これは摂政殿下（せっしょうでんか）のおいでであ
　　　　る。乗り物から降りろ、降りろ。」
　　　摂政殿下（せっしょうでんか）のお供の人々はそう叫んだが、資盛（すけもり）はあまり
　　にいい気になっており、お供の侍どもと馬から降りる礼もせず，そのまま駆け破って行こう
　　としました。
　　　あたりは暗いし、平清盛（たいらのきよもり）の孫とも知らず、いや、中には気づいたも
　　のもいたのでしょうが、摂政殿下（せっしょうでんか）のお供の人々は、資盛をはじめ、そ
　　のお供らをみんな馬から引きずり落とし、なぐったりけったり、散々な目に会わせました。
　　　資盛（すけもり）らは、ほうほうの体で屋敷に逃げ帰り、おじいさんの太政大臣（だいじ
　　ょうだいじん）清盛（きよもり）に、このことを訴えました。清盛（きよもり）はかんかん
　　に怒って、
　　　「たとい摂政殿下（せっしょうでんか）であろうとも、この清盛（きよもり）の身内には
　　　　遠慮すべきであるのに、幼いものに容赦無く恥をかかせるとは、無念しごく。こんなこ
　　　　とから、人にばかにされるものだ。このあだ討ちはしないではおかんぞ。」
　　と言いました。
　　　そして自分の命令には絶対にしたがう武士たち、瀬尾太郎兼康（せのおたろうかねやす）
　　など６０人あまりをよび
　　　「２１日の天皇御元服（ごげんぷく）の儀式のことを決めるため、摂政殿下（せっしょう
　　　　でんか）は内裏（だいりー天皇の住む宮殿―）にむかわれるはずである。どこかで待ち
　　　　受けて、供のもの全員のもとどりを切り落とし（髪をたばねて結ったところ－もとどり
　　　　を切るということは大変あいてを馬鹿にしたこと）、資盛（すけもり）の恥をすすげ。」
　　と命令された。
　　　摂政殿下（せっしょうでんか）は行列を美しく飾り、内裏に向かわれようとしたところ、
　　かぶとをつけた平氏の武士ども３００人あまりが待ち受け、摂政殿下（せっしょうでんか）
　　の行列をぐるっとかこみ、いっせいに襲いかかりました。先払いも護衛のものも全て取り押
　　さえ、ひとりひとりもとどりを切り取り、摂政殿下（せっしょうでんか）の車に弓を突き入
　　れたりすだれをかきおとすなど、さんざんに乱暴をはたらきました。
　　　おそろしさのあまり摂政殿下（せっしょうでんか）は車の隅でおびえ泣いておられたそう
　　です。
　　＜幕府の作り方教えます＞
　　　資料⑧：保元・平治の乱
　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 出来事
１１５６年７月２日　　鳥羽上皇が死ぬ
　　　　　　　　　　　崇徳上皇派は源為義（みなもとためよし）・平忠正（たいらのただまさ）らの武士を
　　　　　　　　　　　集め、後白河天皇派は源義朝（みなもとのよしとも）・平清盛（たいらのきよもり）
　　　　　　　　　　　らの武士を集め、両派は激突。後白河派が勝つ。（保元の乱）
１１５８年８月　　　　後白河は退位し二条が天皇に即位する。
　　　　　　　　　　　のち後白河と二条のあいだに争いがおこる。
１１５９年１２月　　　二条派の藤原信頼（ふじわらのぶより）が後白河派の藤原信西（ふじわらしんぜい）
　　　　　　　　　　　をのぞこうと源義朝（みなもとよしとも）の武力をたより、天皇と上皇を
　　　　　　　　　　　幽閉し、権力を握ろうとする。しかし危険を感じた他の二条派の
　　　　　　　　　　　貴族が天皇と上皇を脱出させ、平清盛（たいらのきよもり）の武力により
　　　　　　　　　　　これを鎮圧する（平治の乱）。全国の武士は（義朝の家臣の関東の
　　　　　　　　　　　武士も）清盛の家臣となる。のち後白河と二条の対立が深まる。
１１６０年　　　　　　平滋子（たいらのしげこ）が後白河の妻となり、清盛は貴族の地位をえる。
１１６１年　　　　　　後白河と平滋子（たいらのしげこ）の間に皇子高倉が生まれる。
１１６５年７月　　　　二条天皇が死ぬ。清盛は内大臣となる。
１１６７年　　　　　　清盛は太政大臣となる（彼の上には摂政藤原基房だけ）
１１６８年２月　　　　二条の子六条を退位させ、高倉を天皇に即位させる。
<幕府のつくりかた教えます〉資料⑨
以仁王の令旨
下
  東海・東山・北陸、三道諸国の源氏とその他の勇者たちに、すみやかに平清盛とその家来など天皇に逆らう者どもを討つことを命ず。
  右は前の伊豆守正五位下、源朝臣（あそん）仲綱が命令を受けたとおり伝える。
最勝王（以仁王）がこのようにおっしゃった。
  清盛ならびに宗盛らが大きな勢力を持って、天皇に逆らい国家を亡ぼそうとしている。多くの役人や貴族を悩ませ、全ての民の生活をおびやかし、全国を自分の思い通りに支配し、後白河法皇をとじこめた。そして法皇につかえる貴族を島流しにしたり、命を奪ったり、川に沈めたり、塔に閉じ込めたりした。国々の租税を自分のものにし、国を支配し、役職を勝手に奪ったり授けたり、手柄が無い者にほうびを与え、罪がない者に、罰を与えた。あるいは諸寺の高僧を捕まえにきたり、修行中の僧を牢屋にいれたり、あるいは比叡山延暦寺の絹や米を勝手に部下に配り、天皇に逆らうために米を集めた。さらに天皇の血筋をたやし、一人（いちにん）の国を治める力を奪った。これらは天皇に逆らい、仏教を滅ぼす行いである。昔からこのようなひどい事をした人はひとりもいない。今では神も命あるもの全ても、ことごとく悲しみ,人々ははみな嘆いている。
  私は一の人、後白河法皇の第二皇子なので今、天武天皇が天皇の位を奪った者を討ち滅ぼしてしまったように、王位を奪おうとする輩を討ち、聖徳太子が、仏教をこわそうとした人々と身をもって戦ったように、仏教を破滅させる輩を討ちほろぼそうと思う。これはただ人の力にたよるのではなく、ひとえに神々のたすけをあおぐのだ。
  天皇・神・仏の援助があるのに、どうして全ての人々が力を合わせて立ち上がらないのか？いや、力を合わせ立ち上がらなければならない。源氏の人、藤原の人、諸国の勇者は力を合わせて味方して平氏を討て！もし味方しない者は、清盛の一味と同じであるとして罰せられるだろう！もし手柄を立てたのならば、まず諸国の役人に取りたて、以仁王が天皇として即位した後には必ず好きなだけ恩賞をとらせるぞ！
   一一八十年  四月九日     前伊豆守正五位下源朝臣
  資料⑪  御家人・稲毛三郎重成と頼朝（吾妻鏡より）
 稲毛三郎重成（いなげさぶろうしげなり）は小山田有重の子で武蔵の国の稲毛郷（現在の川崎市の多摩区・高津区・中原区）を支配する勇猛な武士だった。治承四年（1180）源頼朝は、鎌倉の屋敷が完成したおり、自分にしたがい忠誠をちかうことになった武蔵の住人たちに「本領安堵（ほんりょうあんど）」の命令を下した。
「もし、今後もわしにしたがい、忠誠をちかうのであれば、家・屋敷やこれまで支配していた土地を今まで通り支配することを認め、わしが保証してやろう。今までどこを自分が支配していたのか申し出なさい。」と。
  そこで、稲毛三郎重成は稲毛郷（川崎市中部）・小沢郷（現在の稲城市）と吉富郷（現在の多摩市と日野市の境）の吉富・連光寺・一宮をこれまで自分が支配していた土地であるとして申し出た。この申し出は頼朝に認められ、重成は頼朝に忠誠をちかい御家人となったのである。
  ところがそれからしばらくした後、平太弘貞（へいたひろさだ）という御家人が幕府の役所である問注所に次のような訴えを起こした。
「頼朝様、さきに稲毛三郎重成が、自分が支配していると申し出た土地のうち、吉富郷の吉富・連光寺・一宮はこの平太弘貞の土地でございます。三郎重成めが、いつわりの申し出をしたのでございます。どうか私の土地をとりもどしてください」と
  そこで、問注所は平太弘貞と稲毛三郎重成の両方から証拠となる書類を提出させ、調べたところ訴えの三ケ所の土地は平太弘貞のものであり、稲毛三郎重成の申し出はいつわりであることがわかった。頼朝はこの訴えを認め、
「三郎重成はけしからん奴だ。三ヶ所の土地は本来の持ち主である平太弘貞へ返しなさい」
と命令した。稲毛三郎重成は、ただちに三ヶ所の土地を返し、頼朝の怒りをおそれて屋敷に閉じこもってしまったという。
　　＜幕府のつくりかた教えます＞資料⑫：鎌倉幕府成立後の諸事件
　1186　　頼朝、西国の地頭を廃止する（天皇・貴族の圧力に負ける）
1188 頼朝、荘園領主（貴族）と地頭（武士）の領地争いの裁判は、記録所（朝廷・貴族）
　　　　の決定とすることを後白河法王に申し出る
　　1190　頼朝、都に上り、法王・天皇に会い、右近衛大将（法王・天皇を守る将軍）になる
　　　　　頼家を後継ぎとして紹介し、娘大姫を後鳥羽天皇のきさきにしようとはかる）
　　1192　頼朝、征夷大将軍（天皇のために東国を支配する将軍）になる
　　1194　幕府、諸国守護が公領の税金を奪ったりすることを禁止する（天皇貴族に妥協）
　　1195　頼朝、都に上る
　　1199　頼朝死す（死因不明）
　　　　　頼家２代将軍となる。
　　　　　北条政子、頼家が政治を決定することを止め、時政以下１３人の御家人の合議に変え
　　　　　　る（将軍頼家の力を弱める）
　　1200　頼家、頼朝が与えた恩賞地の500町以上のものの没収をはかる
　　　　　　（将軍の側近の領地を増やし、将軍の力を強めようとする）
1203 　幕府、関東28国を治める権限を頼家の子一幡に、関西38国を治める権限を頼家の
　　　弟千幡にあたえ、将軍頼家の力を弱める
　　　　　頼家、妻の父比企能員と北条氏打倒をはかるが、比企氏は北条時政に殺される
　　　　　北条時政・大江広元らは頼家を伊豆に閉じ込める
　　1204　頼家、北条時政のはなった刺客に殺される
　　　　　実朝、３代将軍となる
1206 　幕府、頼朝が与えた恩賞地は没収しないことを定める
実朝、後鳥羽上皇側近の貴族の娘を妻とする
　　1207　幕府、後鳥羽上皇の荘園のある和泉・紀伊２国の守護職を停める
　　　　　　（後鳥羽上皇は自分の荘園に守護が入ることを嫌い守護を廃止させた）
　　1213　実朝の支持で侍所長官になった和田義盛を北条義時・三浦義村らが攻め滅ぼす
　　　幕府、後鳥羽上皇が御家人に次々と朝廷の役職を与えていたので、幕府の許可なし
　　　で朝廷の役職をもらうことを禁止する。
　　1216　実朝の官位（朝廷での位）がどんどん昇進。大江広元が実朝をいさめる
　　　　　　　（将軍実朝が、貴族として出世していくことを止めようとした）
　　　　　実朝、政所の長官に後鳥羽上皇の家臣の貴族や武士をつける
　　1218　実朝、侍所の長官北条義時の力を弱めようとする
実朝が右大臣になる儀式の場で殺される。そして頼家の子が犯人として殺され、頼朝
　　　の子孫はとだえる。有力御家人北条義時・三浦義村が共謀して二人を殺した。　
　　＜幕府のつくりかた教えます＞資料⑬：後鳥羽上皇と幕府
　　1199　　頼朝死す（死因不明）
　　　　　　頼家２代将軍となる。
　　　　　　以後将軍頼家と御家人との対立深まる
　　
　　1204　　頼家、北条時政のはなった刺客に殺される
　　　　　　実朝が３代将軍となる
1207 　　実朝が後鳥羽上皇（ごとばじょうこう）側近の貴族の娘を妻とする
　　1207　　後鳥羽上皇は自分の荘園に守護が入ることを嫌い、２国の守護を廃止させた
　　1214　　後鳥羽上皇は御家人に次々と朝廷の役職を与え家来にしようとする
1216　　後鳥羽上皇は実朝の官位（朝廷での位）をどんどん昇進させる
　　　　　後鳥羽上皇は実朝を動かし幕府の政所の長官に上皇の家臣の貴族や武士をつけさせ
　　　　　　る
1219 実朝は、実朝に反対する侍所の長官北条義時（ほうじょうよしとき）の力を弱めようとする
1220 実朝が右大臣になる儀式の場で、有力御家人北条義時・三浦義村により殺される　
後鳥羽上皇は、攝津（せっつ）の国にある自分の荘園の地頭をやめさせることを幕府に命令
北条義時がこれをことわる
後鳥羽上皇は自分に味方する武士をあつめ攝津守護大内頼茂（おおうちよりもち）を攻め殺す
1221 後鳥羽上皇は、自分に味方する武士をあつめ京都守護伊賀光季（いがみつすえ）を攻め殺し、北条義時を討てと院宣（いんぜん）を全国の武士に送る
　　　　＜幕府の作り方教えます＞資料⑭：後鳥羽上皇の院宣
　　　後鳥羽院のご命令をいただいた。
　　　右大臣源実朝が亡くなった後は、源家の家人らは、全てのことを聖断（上皇さまの考え）
　　に従うべきことを命令した。
　　　そして北条義時（ほうじょうよしとき）は奉行として上皇さまのご意志を承って政治を行
　　える人だと上皇さまはお考えになって、義時が、３代将軍の跡をつぐにふさわしいものがい
　　ないと言って、皇子を将軍になどと言ってきたので、その功績に免じて、摂政藤原道家（せ
　　っしょうふじわらみちいえ）の子、頼経（よりつね）を将軍としておくった。
　　　しかし、将軍頼経が幼くまだ何もわからないのをいいことに、義時は、政治の実権を自分
　　のものにしたいとの野心にかられ、朝廷の承認があるごとくにふるまって、勝手な政治を行
　　っている。このようなことが許されて良いのだろうか。
　　　したがって今より以後は、義時の奉行の役を停止し、全てのことは上皇さまが決定される。
　　もしこの決定がなされたのにもかかわらず、これに逆らう者があれば、すみやかにこれを討
　　つべし。手柄をあげた者にはほうびを与えよう。
　　　後鳥羽院のご命令は以上のようである。すべての武士どもにこれを伝える。
　　　承久３年（１２２１）５月１５日　　　按察使源光親（あんさつしみなもとのみつちか）
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